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（単位：億円）

１．事業改革の推進状況

（1）受注高・営業利益（連結ﾍﾞｰｽ）
（単位：億円）
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１．事業改革の推進状況

（２）第一次改革（２００６～２００７）

本

 体

 事

 業

 

本

体

事

業

機械

事業本部

製鉄機械

 

（2002

 

事業会社化）
・中国拠点の強化
・急伸長市場（インド他）への展開

立体駐車場

 

（2005

 

事業会社化）

環境装置A/S

 

（1976

 

AS会社化）

三菱日立製鉄機械

三菱重工ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ

２００５

鉄構・建設

事業本部

三菱重工鉄構
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

2006/4 
橋梁事業分社

２００６ ２００７ ２００８

煙突移管 ｶﾞｽﾎﾙﾀﾞ他移管

総合鉄構事業会社化

廃棄物処理移管
電気集塵機移管

事業一貫体制の確立

2007/4 2008/42008/1
TMP譲渡

三菱重工環境
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

事

 
業

 
会

 
社

 専

 
業

 

事

業

会

社

専

業

（

（

2006/5

 

機鉄事業本部統合

 

2006/5

 

機鉄事業本部統合

事業構造の改革

 

・橋梁・環境等の事業会社化

・TMP＊事業の譲渡

・小規模事業の再編

受注入口管理の強化（

 

不採算工事の解消）

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ強化

 

(含む事業会社）

事業構造の改革

収益性の改善

＊ TMP : ﾀｰﾎﾞ分子ﾎﾟﾝﾌﾟ（島津製作所へ譲渡）
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１．事業改革の推進状況

（３）第二次改革（２００８～２０１０）

２００８ ２００９ ２０１０

三菱重工鉄構

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

三菱日立製鉄機械

三菱重工環境

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

三菱重工ﾊﾟｰｷﾝｸﾞ

総合鉄構ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ体制の強化

事業一貫体制の確立

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開の加速と上流進出

基幹製品事業の伸長

次世代事業の育成

中規模製品事業の強化

シェアの拡大

受注入口管理

及び

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ

定着

本

 体

 事

 業

 

本

体

事

業

事

 
業

 
会

 
社

 専

 
業

 

事

業

会

社

専

業

（

（

収益性のさらなる改善 と

 

成長基盤の確立
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2．事業領域（１）業種別構成とグローバル展開

大気環境
保全ﾌﾟﾗﾝﾄ

交通ｼｽﾃﾑ

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ

次世代事業

立体

駐車場

自動車関連
ｻｰﾎﾞﾓｰﾀ他

高度料金ｼｽﾃﾑ他

(ITS)

医療器械

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開型 潜在ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開型国内定着型
（社会ｲﾝﾌﾗ保全）

有機EL

各種

試験装置

量産品事業受注品事業

運搬機

橋梁
煙突
ﾀﾝｸ他

環境装置
廃棄物処理
バイオマス
電気集塵機

製鉄機械
化学ﾌﾟﾗﾝﾄ

制御ｼｽﾃﾑ・電気品

鉄構構造物

機械設備・装置

ﾌﾟﾗﾝﾄｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

ﾀｲﾔ機械
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２．事業領域
 

（２）主要事業の対応分野
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３．全体戦略

・多様な製品事業を組替え
持続的な成長可能性ある
事業体に再構築

・収益性の改善

 

と
コンプライアンス強化を達成

経営資源の有効活用 リスク管理の強化付加価値指向

収益のさらなる改善
と

成長基盤の確立

第2次改革第１次改革

基幹製品事業の伸長 中規模製品事業の強化 次世代事業の育成
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４．基幹製品事業の伸長戦略
 

（１）交通システム

車両製造

 ＋

 制御ｼｽﾃﾑ

 ＋

 軌道工事

空港 ＡＰＭ

新都市交通

総合ＡＰＭ事業

大規模都市交通

次世代都市交通

高速鉄道
＋

小規模

中
規
模

大規模化

O&M事業
への進出

高度化

統合制御ｼｽﾃﾑ

磁気浮上HSST

超低床

 LRT
土木・建設
管理ﾉｳﾊｳ

大規模ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
管理技術

台湾新幹線

ドバイメトロ

ブラジル新幹線

ベトナム新幹線

ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ新幹線

高速鉄道海外普及

（注）APM：Automated People Mover, LRT：

 

Light Rail Train, HSST：

 

High Speed Surface Transport 
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４．基幹製品事業の伸長戦略
 

（１）交通システム

◆

◆
◆

◆
◆

◆

◆

◆◆

◆

◆◆
◆

◆◆

◆

◆

◆◆◆◆◆ ◆

都市交通主体市場

APM主体市場

アジア・中近東・米国の市場拡大

⇒個別市場に対応した商品とｻｰﾋﾞｽを展開

：高速鉄道計画案件

：APM計画案件

●

 

：都市交通計画案件

◆

 

実績

 
18件、建設中6件

(うち国内10件)
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４．基幹製品事業の伸長戦略 （２）環境・化学ﾌﾟﾗﾝﾄ

〔大気環境保全市場への集中度ｱｯﾌﾟ〕

＜原動機＞

＜機械・鉄構＞

NOx 煤塵 SO2 +水銀、ＳＯ３ CO2

ﾎﾞｲﾗﾎﾞｲﾗ 脱硝脱硝 集塵集塵 脱硫脱硫 煙突
ｸﾘｰﾝ排ｶﾞｽ

CO2CO2
回収回収

排脱ﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大
・環境規制強化への対応
⇒ 米国 :

 

水銀・SO3規制

⇒

 

欧州・中・印

 

：

 

全般的

・ｱﾗｲｱﾝｽ強化
⇒

 

米）ｱﾄﾞﾊﾞﾃｯｸ合弁（URS社と）

欧）DF社(西）他との協業

CO2

 

回収のﾋﾞｼﾞﾈｽ展開
・肥料ﾌﾟﾗﾝﾄ向

⇒ 受注6件
・ＥＯＲ（原油増産）

⇒ 商談中 5件
・CCS（地中貯留）

⇒ 商談中 5件

統合ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ形成
（原動機＋機械・鉄構）

脱硝脱硝集塵集塵 脱硫脱硫
CO2CO2
回収回収

COCOｼﾌﾄｼﾌﾄ 燃焼器燃焼器ｶﾞｽ化炉ｶﾞｽ化炉
COCO タービンタービン

ＩＧＣＣ（石炭ガス化複合発電）

＜原動機＞

CO＋Ｈ2

 

Ｏ
⇒CO2

 

+H2
HH

 
22

通常型石炭火力

IGCC＋CO2回収

地中貯留
（国ﾌﾟﾛで実証）
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４．基幹製品事業の伸長戦略
 

（２）環境・化学ﾌﾟﾗﾝﾄ

○

●

 
排脱／CO2回収

●

●●

●●

● ●

●

●
●●●
●●

●●●

●

●
● ●●

●

●

●●
●

●

●● ●

、

 
●

●●
●

●

●

大気環境保全

＜グローバル展開状況＞

☆

ADVATECH社

●

ﾃﾞｭｰﾛﾌｪﾙｹﾞｰﾗ（DF)社

（URS社との合弁）

●

☆ ●

●

●

納入納入
 

194194ﾌﾟﾗﾝﾄﾌﾟﾗﾝﾄ
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４．基幹製品事業の伸長戦略
 

(2)環境・化学ﾌﾟﾗﾝﾄ

〔化学プラントの事業強化〕

付加価値

指向

経営資源

有効活用

ﾘｽｸ管理

強化

①得意機種・市場への注力 ― ◎ ◎

②EPCからEPCm＊主体に ○ ○ ◎

③ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ遂行能力

（設計力・調達力）の強化 ― ○ ◎

④自主技術開発の強化 ◎ ― ○

＜中長期の基本戦略＞

・BRIC’s他の経済社会発展
⇒石化製品需要の長期的拡大

・人口増加による食料不足⇒肥料ﾆｰｽﾞ

・原油価格の長期的上昇⇒代替ｴﾈﾙｷﾞｰﾆｰｽﾞ

20102000 2005

世界需要(石化・ｶﾞｽ）

受注高

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・ＰＫＴ

ﾒﾀﾉｰﾙ

 

ﾌﾟﾗﾝﾄ

肥料・ｱﾝﾓﾆｱﾌﾟﾗﾝﾄ

〔得意機種の例〕

＊EPCm

 

: E+P+Construction

 

management

・ｴﾁﾚﾝ系、肥料、LNG他のﾌﾟﾗﾝﾄ商談の増加

⇒建設要員不足等の問題

・ﾌﾟﾗﾝﾄの大型化⇒工事遂行ﾘｽｸの増大

＜市場の動向＞
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４．基幹製品事業の伸長戦略
 

(2)環境・化学ﾌﾟﾗﾝﾄ

●

 
石油・ガス／石油化学

●
●

●

●●●
● ●

●

●
●●
●●●

●

●●●

●
●

● ●

●
●● ●

●

●

●●●

●

●

●

●
●●

●

●
●
●

●●●

●●
●
●

●

●●●●
●

●●●●

●
●

●●●●

●

●

●●●
●● ●●

●

●

●

●
●
●

●

●

●●●●
●

●
●

●
● ●●● ●● ●

●●●●

●

◎

グローバル展開状況

納入納入
 

286 286 ﾌﾟﾗﾝﾄﾌﾟﾗﾝﾄ
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４．基幹製品事業の成長戦略
 

（３）製鉄機械

＜三菱日立合弁の設立と発展＞

・R&Dの継続

・設計力強化

－３D・CAD／PDM＊注

－標準化（MD化）

・生産技術要員の増強/育成

20101995 2000 2005

~1996

受注高

中国市場

への注力

中国市場

への注力

・アジア通貨危機

・国内バブル崩壊
米国拠点強化

広島工場への集約

合弁会社設立：広島工場／日立工場

インド・南米市場への対応

中国市場 国産化への対応

北米市場の確保

経営資源の効率的活用

技術補完による競争力強化

グ
ロ
ー
バ
ル
化

効
率
化

急伸長市場

への注力

急伸長市場

への注力

・競合メーカの

生き残り競争

中国法人設立

宝菱重工強化

＊Product Data Management

１２３０億円

20101995 2000 2005

世界粗鋼生産量

中国粗鋼生産量

競合メーカ数

＜市場の状況＞

4.9億ﾄﾝ

13.4億ﾄﾝ
（R&Dによる新製品）

技
術
力
強
化

・世界最高水準の技術力
⇒統合による相乗効果追求

・工場設備の最適化（含む海外分業）
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ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ事業展開

４．基幹製品事業の成長戦略
 

（３）製鉄機械

納入納入
 

約２２００ﾌﾟﾗﾝﾄ約２２００ﾌﾟﾗﾝﾄ
＋建設・製造中＋建設・製造中

 
約８０ﾌﾟﾗﾝト約８０ﾌﾟﾗﾝト

Posco（韓国）

CSC（台湾）宝山(中国）

★
三菱日立USA

GFG

★

上海三菱日立

宝菱重工(合弁）

宝菱工程(合弁）

鹿島

君津

千葉

京浜

名古屋
水島福山

大分

八幡
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４．基幹製品事業の成長戦略
 

（４）コンプレッサ

・標準化の推進
－コスト競争力強化

－工程整流化

－納期短縮

・継続的なリソース投入
－大型化、高信頼性対応 （注）

－内製力の強化 （要員と設備）

1995 2000 2005

世界需要(石油化学）

2010

受注高

（注）対応例

 

超大型試運転設備の導入

＜更なる成長戦略＞

・伸長するガス分野への進出

1990 2002 2010 2015 2020 2025 2030

世界需要(天然ｶﾞｽ）

＜事業成長の経緯＞

・９０年代に世界市場へ軸足をシフト

・自主技術の確立と市場への浸透

・ｴﾁﾚﾝ向けｼｪｱで世界ﾄｯﾌﾟ

⇒ｴﾁﾚﾝﾌﾟﾗﾝﾄの大型化と案件増で

受注拡大
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ﾋｭｰｽﾄﾝ事務所

9

37

58

21

66

4

4

7
2

7

307

29
6

1211

73 28

157

59

3
20

109

74

27

17
49

74 20

8512
8

91
10

201

204
４４

7

9

1227

12
1

15
77

20
4

1

27
103 1

13

7

1

4

3

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開の状況 国別実績（コンプレッサ及びタービン)数字

納入納入
 

約３５００基約３５００基

★

★

ﾛﾝﾄﾞﾝ事務所

４．基幹製品事業の成長戦略
 

（４）コンプレッサ
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５.中規模製品事業の強化
 

（１）鉄構製品

シェアの拡大（国内トップｸﾞﾙｰﾌﾟ維持）

・営業とｻｰﾋﾞｽ網の強化

⇒要員増強、IT化

・新製品による市場開拓

・保守技術力の強化

国内社会ｲﾝﾌﾗ・ﾋﾞｼﾞﾈｽの転換

新設

官公需

民需

AS・
更新

従来
ﾋﾞｼﾞﾈｽ

今後の

ﾋﾞｼﾞﾈｽ

三菱重工パーキング・民需へのｼﾌﾄ

⇒ｺｽﾄ競争力強化

・事業の多柱化

⇒橋梁 ＋ 煙突 ＋ ｶﾞｽﾎﾙﾀ 他

・更新／AS技術力の強化

・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ指向の強化
⇒高度設計力、架設ﾉｳﾊｳの活用検討

・ｱﾗｲｱﾝｽ検討（規模のﾒﾘｯﾄ追求）

三菱重工鉄構ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

新規 老朽更新 AS

官公需 × △～○ ○

民需 ×～△ ○ ◎

長期的人口減少 財政再建
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５.中規模製品事業の強化
 

（２）（３）

（２）環境装置（廃棄物処理等） （３）高度料金ｼｽﾃﾑ（ITS)

・国内総合シェア１位の死守
⇒ETCシェアｱｯﾌﾟ

・輸出の拡大
⇒ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ向次世代ERP開発＊

⇒第２のｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ開拓

国内市場
・鉄構製品に近い状況

・老朽更新と省エネ化ﾆｰｽﾞ

（国内）
・納入実績を活かしてAS拡大

⇒延命化及び省エネ技術の強化

⇒老朽更新への差別化技術強化

・バイオマス等の新分野開拓

（海外）
・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ+ｺｱ部品供給ﾋﾞｼﾞﾈｽ

（中国市場を主体に展開）

車線用機器
車載器

＊Electronic Road  Pricing
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５.中規模製品事業の強化
 

（４）（５）

（4）運搬機 （5）ゴムタイヤ機械

製鉄物流への取組み強化
・大型ﾚｰﾄﾞﾙｸﾚｰﾝのﾄｯﾌﾟﾌﾞﾗﾝﾄﾞ維持

・ｺｲﾙ等の搬送ｼｽﾃﾑ受注拡大

全自動港湾ﾀｰﾐﾅﾙの拡販

石炭・鉄鉱石ﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞ
・国内納入先の更新・AS強化

・中国ﾒｰｶとのｱﾗｲｱﾝｽ強化

加硫機ﾋﾞｼﾞﾈｽの更なる強化

・世界ﾄｯﾌﾟｼｪｱの維持
⇒日・米・欧

 
３極体制から

日・米・欧・中

 
４極体制へ

⇒差別化技術の強化

（加圧ﾚｽ加硫ｼｽﾃﾑ他）

★ ★
★

ｺﾞﾑﾀｲﾔ機械

 
拠点 ★

★
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６．次世代事業への取組み
 

（１）有機EL

当社保有技術を応用
・精密製膜技術（製鉄機械のリニア蒸着）

・大型精密製品製作技術（各種産業機械）

・三菱重工業

 
（製造装置）

・ローム

 
（素子）

・凸版印刷

 
（仕上工程）

・三井物産

 
（ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ）

・城戸教授

 
（Ｒ＆Ｄ支援、ＩＰ）

ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙﾒｰｶによる協業ﾋﾞｼﾞﾈｽ

照明市場

 
国内

 
5000億円規模

世界

 
国内の7~8倍と想定

ｲﾝﾗｲﾝ方式製膜装置の開発に成功

Ｌｕｍｉｏｔｅｃ（合弁）
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放射線治療装置

６．次世代事業への取組み
 

（２）医療器械

・

 

重量１０トンの機械をミクロン単位の精度で組立

■加速器／放射線発生装置
・超高真空、マイクロ波、放射線技術

・加速管製造技術（製造特許保有）

■機械加工、総組立技術
・製鉄機械等、大型鋼構造物をミクロン
単位で組み上げる製造技術

■工作機械技術
・姿勢制御、制振制御技術
・精密位置検出技術

■新聞印刷機械技術
・画像処理技術
・精密パターン認識技術

2008年

 

1月

 

薬事認定取得

 

製造・販売開始

2008年

 

5月

 

1号機神戸先端技術センターにて治療開始

・

 

０．１秒単位で位置制御

高精度位置決め

画像処理

高剛性メカトロ
(ﾘﾝｸﾞ型構造)

高品質エックス線
(小型加速管）

保有技術のインテグレーション
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７．まとめ

2010年度 連結目標 の 早期達成

売上高

 
５４００億円

営業利益

 
１５０億円 （2.8％）

収益のさらなる改善
と

成長基盤の確立

・基幹製品事業の伸長

・中規模製品事業の強化

・次世代事業の育成

・基幹製品事業の大型・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化

・中規模製品事業の高収益化

・次世代事業の収益貢献

成長性の高い

高収益事業体に

速やかに移行

次のｽﾃｰｼﾞ（

 
ｲﾒｰｼﾞ）

売上高

 
６０００億円

08事計（第2次改革）
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